
岡
山
・京
都
文
化
フ
オ
ー
ラ
ム

岡
山
、
京
都
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
独
自
の
「
文
化
力
」
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
機
に
足
元
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
る
中
、
地
域
が
一層
輝
く
た
め
に
は
、
文
化
力
を
ど
う
生
か
し
て
い
け
ば
よ
い
か
考
え
ま
す
。

十

二

月

十

七

日

日

午
隻

時
半
～

（雰

午
釜

じ

山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル

ロ
市北区避

特
別
協
賛
＝
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

後
援
＝
岡
山
県
、岡
山
市
、京
都
市
観
光
協
会

大
大
学
院
経
済
学
部
博
士
課
程
修
了
。
そ
の
後
、倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
現^
い
Ｚ
フ
レ
）に
入

社
。
シ
年

副
社
長
と
し
て
財
務
、総
務
、労
務
、経
営
管
理
、研
究
開
発
な
ど
を
担
当
。

９０
年
、い
中
国
銀
行
に
移
り
、％
年
ま
で
同
行
副
頭
取
。
現
在
、公
益
財
団
法
人
大
原

ほ
か
に
財
団
法
人
倉
敷
中
央
病
院
理
事
長
、社

団
法
人
岡
山
県
文
化
連
盟
会
長
な
ど
を
兼
ね
る
。
著
書
に
『倉
敷
か
ら
は
こ
う
見
え

る
―
世
界
と
文
化
と
地
方
に
つ
い
て
―
」
な
ど
。
倉
敷
市
在
住
。

阜孝

瞼景

隼幹
言羅

【
第
一部
】◎
ピ
ア
ノ
演
奏

河
野
美
砂
子
氏
？
Ｚ
一ス
ト
、歌
△

【
第
二
部
】◎
パ
ネ
な
ア
ィ
ス
カ
ツ
ンヽ
ョ
ン
「再
発
見
―
地
域
の
文
化
力
」

大

原

謙

一
郎

氏

実

原
美
術
館
理
事
５

大

西

清

右

衛

門

氏

釜

師

大
西
家
主

ハ
代
、
大
西
清
右
衛
門
美
術
館
館
５

河

野

美

砂

子

氏

コ
ー
『７

不ヽ
―
タ
ー
　

江

見

肇

Ｇ

陽
新
聞
社
編
集
局
文
化
部
５

規
廟
恣
一郎
氏

１
９
４
０
年
、神
戸
市
に
生
ま
れ
る
。
“
年
、東
京
大
経
済
学
部
卒
業
。
“
年
、エ
ー
ル

参
カロ
無
料

◎
申
し
込
み
方
法

に
＋
六
代
を
襲
名
し
、
９６
年
に
芦
屋
釜
の
幻
の
技
法
と
さ
れ
た
「
挽
き
中
子
技
法
」

の
釜
」
。

は
が
き
、フ
ア
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記

入
し
、左
記
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
当
選
者
に
は
十
二
月
七
日
過
ぎ
に
聴
講
券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
　
〒
ｔ
Ｏ
Ｏ
ｌ
人
さ
一一四
山
陽
新
聞
社
事
業
本
部
「岡
山
京
都
文
化
フ
オ
ー
フ
ム
」係

フ
ア
ッ
ク
ス
〇
八
六
―
八
〇
三
―
八
一
一
五
　
メ
ー
ル

０
こ
ぼ
く
ｑ
③
りｏ●
ヽ
９
０
●
一〇
０
こｏ

◎
申
し
込
み
締
め
切
り
　
十
二
月
五
日
（月
）
必
着

【フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

山
陽
新
聞
社
事
業
本
部
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
八
工↑
八
Ｑ
一Ｔ
八
〇
一五

鈍
滞
♂
雷

千
家
十
職
の
釜
師

大
西
家
の
十
六
代
当
主
。
１
９
６
１
年
に
十
五
代
清
右
衛
円
の

の
再
現
に
成
功
。
９８
年
、初
個
展
を
京
都
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
工
房
を
設
け
る

京
都
市
中
京
区
釜
座
町
に
「大
西
清
右
衛
門
美
術
館
」
を
開
設
、館
長
に
就
任
す
る
。

２
０
０
６
年
に
は
歴
代
中
の
名
手

二
代
浄
清
作
「夜
学
釜
」
の
復
元
に
成
功
す
る

な
ど
、過
去
の
技
法
や
名
品
を
手
本
と
し
、新
た
な
創
造
を
試
み
て
い
る
。
∞
年
、京

都
市
芸
術
新
人
賞
受
賞
。
０６
年
、京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
受
賞
。
著
書
に
「茶
の
湯

《
事
前
申
し
込
み
》

河 ど
ス
ト

歌
人

野
美
砂
子
氏

京
都
市
生
ま
れ
。
一界
都
市
立
芸
大
卒
業
後
、ウ
ィ
ー
ン
ロ
立
音
大
な
ど
に
留
学
。
帰
回

後
、５
年
に
及
ぶ
リ
サ
イ
タ
ル
ン
リ
ー
ズ
〈
ン
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
シ
エ
ー
ン
ベ
ル
ク
〉や
〈モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
に
会
い
た
い
〉
な
ど
様
々
な
演
奏
会
を
企
画
。
ま
た
Ｐ
カ
ル
ミ
レ
ツ
リ
氏
（元
イ
ム

ツ
チ
合
奏
団
主
席
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
奏
者
）を
始
め
と
す
る
国
内
外
の
ソ
リ
ス
ト
、交
響
楽

団
と
の
協
演
も
行
う
。
１
９
８
８
年
淡
路
島
国
際
室
内
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
。
近
年

で
は
、同
市
内
を
中
心
に
ヽ
一演
奏
付
き
講
演
会
や
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
月
１
回
ほ
ど

の
ベ
ー
ス
で
開
催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
歌
人
と
し
て
は
９５
年
第
４．
回

角
川
短
歌
賞
。
２
０
０
４
年
、第
一歌
集
『無
言
歌
」
で
第
５
回
現
代
短
歌
新
人
賞
受

賞
。
新
聞
や
雑
誌
へ
の
コ
フ
ム
連
載
、掲
載
な
ど
多
数
。


